
札幌学院大学は

誰もが共に・等しく・快適に学べる

環境づくりに取り組んでいます

江別キャンパス（C館2階）

お問い合わせ

新札幌キャンパス（1階事務室内）

合理的配慮とは…

札幌学院大学では…

・障がいのある人が教育、就業、社会生活を送る上で
妨げとなる社会的障壁を取り除くために、それぞれの
障がい特性や困りごとに合わせて行われる必要な変
更及び調整であり、実施に伴う負担が過重でないも
ののことを言います。本人と大学側が共に考え、合意
形成の上、決定するものです。

・障害者差別解消法は、事業者や大学等に対し、この
提供を義務づけています。

・札幌学院大学は、｢自律｣｢人権｣｢共生｣｢協働｣という
理念に基づき、一人ひとりの学ぶ権利と自由を尊び、
障がいのあるなしにかかわらず誰もが共に・等しく・
快適に学べる環境づくりに取り組んでいます。

・札幌学院大学の「障がい学生の受入れ及び支援に
関する基本方針」及び「障がい学生支援ガイドライン」
は下記をご覧ください。

http://www.sgu.ac.jp/campuslife/
accessibility/shien.html 札幌学院大学サポートセンター

【江別キャンパス】

〒069-8555 江別市文京台11番地

011-375-8567（直通）

【新札幌キャンパス】

〒004-8666 札幌市厚別区厚別中央1条5丁目1-1

011-802-8635（直通）

開所時間 （月水木金） 9：00～16：40

（火） 9：00～15：00 

※昼休み 11：20～12：20

※土日祝と大学休業日はお休み

E-mail  shien@ims.sgu.ac.jp

mailto:shien@ims.sgu.ac.jp


支援学生について

合理的配慮提供の流れ

代行筆記（ポイントテイク）

定期試験時の配慮について

支援内容の例

サポートセンターとは…

困っていませんか？

就職支援について

入試における配慮について

修学上の困りごとや希望する支援（合理的配慮）
について、障がい学生支援コーディネーターが聞き
取りを行います。支援申請を希望される場合には、
申請書・診断書等の提出をお願いします。

相談

伺ったお話や提出された資料をもとに、障がい学生
支援コーディネーターが関係部署やアクセシビリティ
推進委員会と協議し配慮文書案を作ります。

検討

障がい学生支援コーディネーターが配慮文書案を
学生・科目担当者に提案し、その内容が適切であ
るかどうかについて確認します。

合意形成

配慮文書は学生・障がい学生支援コーディネーター
から科目担当者へ提出・通知します。学生の所属学
部・研究科は、合意された配慮文書をもとに合理的
配慮を速やかに提供します。

提供

障がい学生支援コーディネーターは、合理的配慮
提供後も、必要に応じて学生と面談を行い状況を
確認します。合理的配慮の変更などは随時相談に
応じます。

フィード

バック

大学行事での情報保障

情報保障（パソコンテイク）

・配布資料や板書が見えにくい

・授業中の発話が聞き取りにくい

・レジュメに手書きで書き込むことが難しい

・疲れやすいため身体を休める場が欲しい

・音声情報だけだと理解しにくい

・明瞭な発話が難しく、伝わりにくい

・気分に波があり、安定しない

・高校から支援を受けていた

・サポートセンターは、障がいや疾病などで、修学上の困
難を抱えている方や、診断を受けていないが、発達障が
い特性や精神的不調のため修学上の困難を抱えてい
る方のご相談をお受けしています。

・本人に関わる保護者、教職員のご相談や、在学生のみ
ならず、本学を志望している高校生、保護者、学校関係
者のご相談もお受けしています。

・専門の資格を持つ障がい学生支援コーディネーター
が相談をお受けします。プライバシーに充分配慮し、
個室での面談が可能です。

・個々の状況に応じて以下のような支援（合理的配慮）

を提供します。

◇代行筆記（ポイントテイク） ◇配布資料の拡大

◇教科書や資料の電子化 ◇動画教材への字幕付け

◇情報保障（パソコンテイクなど） ◇通学介助

◇構内での駐車スペースの確保 ◇座席位置の変更

◇静かな空間、Calm Down Roomの利用

◇講義の録音許可 ◇板書の撮影許可

など

障がいのある学生に対して、定期試験時に別室受験、
試験時間延長、問題用紙等の拡大、パソコンの使用
許可などの配慮を行っています。配慮申請を希望され
る場合は、教育支援課窓口または障がい学生支援
コーディネーターへご相談ください。

合同説明会・ガイダンス等において情報保障や代筆等の
合理的配慮を提供します。また、障がい者雇用など多様
な働き方の相談には、キャリア支援課とサポートセンター
が連携して、ニーズに合った情報提供や関係機関紹介
等の支援を行います。

病気、負傷や障がい等のために、受験に際して配慮
を希望される方は事前に申請が必要になりますので、
お早めに入試課までご相談ください。

入試課（江別キャンパスA館2階）
Email:nyusi@ims.sgu.ac.jp
TEL:0120-816-555（入試フリーダイヤル）

・本学の障がい学生支援の始まりは学生達が自主的
に立ち上げたバリアフリー委員会でした。その後、
教職員組織としてのアクセシビりティ推進委員会
が設置され、現在に至っています。学生同士の相
互扶助、成長の気風は受け継がれ、障がいのある
学生への情報保障、代行筆記、通学介助などの必
要な支援等に直接かかわっているのは、多くの在
学生たちです。

・テイク技術や介助を学ぶための講習会なども行っ
ています。初めての方でも技術を身につける機会
はたくさんあります。

・支援活動を行うと大学で定める謝金が支給されま
す。サポートセンターでは、支援学生（アクセシ
ビリティ・学生スタッフ）を随時募集しています。


